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論 文 の 内 容 の 要 旨
　本論文では，インターネットにおいてモバイルネットワークを実現するプロトコル Mobile IPにおいて，
シームレスなハンドオーバによる高品質な通信を提供するため，Cellular IPに基づいたマイクロモビリティ
プロトコルを 3つ提案している。本論文の第 1章で本研究の概要を述べた後，第 2章で Mobile IPと既存の
マイクロモビリティプロトコルについて概説し，その問題点を指摘している。第 3章と第 4章では，Cellular 
IPのクロスオーバノードにおける同期問題をモバイルノードの移動前と移動後のパスのホップ数を比較す
ることで改善した CASH（Cellular IP Advanced Semisoft Handover）と，クロスオーバノードと移動前と移動
後の基地局との間の往復伝搬遅延を比較することで改善した CASH IIをそれぞれ提案し，シミュレーション
実験により提案方式は既存方式よりも高速でかつ低パケット損失なハンドオーバが達成できることを示して
いる。第 5章では無線通信方式を IEEE802.11 に限定し，ネットワークアーキテクチャの第 2層と第 3層に
またがってハンドオーバ処理を高速化した SbL（Sleep before Leave）を提案している。そして，シミュレーショ
ン実験により提案方式は既存方式よりも高速でかつ低パケット損失なハンドオーバが達成できることを示し
ている。
　最後に，第 6章で本論文をまとめ，本論文の 3つの提案方式の適用範囲について言及している。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は，インターネットにおいてモバイルネットワークを実現するプロトコル Mobile IPにおいて，シー
ムレスなハンドオーバによる高品質な通信を提供する問題を検討したものである。この問題を解決するため
の具体的なマイクロモビリティプロトコルを 3つ提案し，シミュレーション実験により提案方式は既存方式
よりも高速でかつ低パケット損失なハンドオーバが達成できることを示しており，工学的に貢献するところ
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が極めて大きいと考えられる。今後は，これらのプロトコルを実ネットワークシステム上に実装し，より現
実的なネットワーク環境で本方式の有効性を示すことが望まれる。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有すをものと認める。
